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研究成果の概要（和文）：年少者のプラグマティックス能力の発達について行った研究では、ストーリー・テリングや
ビジュアル・ナラティブを用い対話を通したプラグマティックス指導により、プラグマティックス能力の向上が可能で
あることがわかった。また成人の学習者のプラグマティックス能力の発達については、これまでに例の少ない長期的研
究をもって質的に学習者の学びを検証した。プラグマティックス能力の発達の複雑な特性、特に学習者のアイデンティ
ティーの変化とプラグマティックス能力や意識との関連、また協働的対話によって深まる語用論的多様性の理解、そし
て教室内外の学習言語使用による語用論的ことばの使い方の向上の過程などが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Pragmatic instruction for young learners using visual narratives showed enhanced 
pragmatic competence on the part of the younger learners aged 5-12. Examples of their pragmatic 
development included raised pragmatic awareness and improved use of the speech act of requests 
facilitated through story-telling and co-constructed dialogues. In addition, pragmatic development of 
adult learners was explored through qualitative longitudinal studies in which telecollaboration through 
blogging supported their pragmatic learning. The complex nature of the learners’ pragmatic development 
was relevealed, such as interconnetedness between the learners’ subjectivities and pragmatic awareness. 
Learners also cultivated a deeper understanding of genre-based pragmatic variation through collaborative 
dialogues and improved pragmatic L2 use in and outside of the classroom.

研究分野： 外国語教育
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教育　中間言語語用論
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１．研究開始当初の背景 
プラグマティックス能力とは、文法や語彙の

基礎知識のみならず、状況や対人関係をわき

まえた待遇表現やポライトネスを適用できる

能力、つまり文化的知識や社会規範の認識な

どを踏まえた重要な能力である。言語運用能

力の不可欠な構成要素であるプラグマティッ

クス能力 (語用論的能力) は、教室内指導によ

り向上可能であることが1990年代より実証さ

れている。しかしプラグマティックス能力を

向上させる指導は、現在の語学指導に十分に

採り入れておらず、採り入れられている場合

でも、成人学習者のみを対象にしており年少

者のプラグマティックス能力の発達に関して

はほとんど明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では小学生を対象に、たとえば紙芝居

などのストーリー・テリングの手法を用いて

英語のプラグマティックスを指導しその効果

を検証する。さらに成人学習者（大学生以上）

にも、語学の授業にてプラグマティックス指

導を採り入れ、社会文化的にふさわしい言語

の学習、多文化理解、社会文化的多様性の受

容などを奨励し、その効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
研究はエスノグラフィーと談話分析とを用い

た質的手法で、学習者同士やプラグマティッ

クス指導者との対話、学習者のプラグマティ

ックス意識・言語の使い方、指導者の認識な

どを検証するためのデータを収集した。学習

者の認知的発達を解釈する理論的枠組みとし

てはヴィゴツキーの社会文化理論 (Vygotsky, 

1978, Lantolf & Thorne, 2006) を用い、学習者

同士の意見交換や指導者との学習を媒介する

対話の中に認知的発達の過程がどの様に現れ

発達していくかを描写的に検証した。 
 
４．研究成果 
(1) 年少者（小学生）のプラグマティックス

能力の発達について行った小規模のパイ
ロット研究では、120－180 時間の指導で
も、学習者のプラグマティックス能力を

向上させることが可能であったことが明
らかになった。ストーリー・テリングの
手法を用いたビジュアル・ナラティブを
通し、学習者同士や指導者との対話を通
したプラグマティックス指導により、学
習者のプラグマティックス意識が向上し、
学習者がその意識を自発的に新たな場面
に応用することができた。一方、語用論
的ことばの使い方については、このよう
な短時間の指導では、学習者の習熟度や、
指導の目的によって限界が生じることが
あるようである。たとえば、学習者が、
日本に居住しこれまで英語を学習したこ
とがない小学 3 年生を含んでいた場合は、
語用論的意識の向上を目指した 120 時間
の指導では、語用論的ことばの使い方の
向上は極わずかであった。香港に在住し
英語の学習歴がある 12 歳の小学生を含
んでいる場合には、語用論的ことばの使
い方により顕著な向上が見られた。年少
の学習者に対するプラグマティックス指
導に関しては、これまで研究が国内外で
ほとんどないため、今後のこの分野を質
的に研究する上で基礎研究となり得る。 
 

(2) 上記の年少者のプラグマティックス能力
の発達についての研究は、Teacher-based 
assessment の手法を用いて行われたが、
プラグマティックス指導の目覚ましい発
展に比べ、プラグマティックス能力の評
価について、特に教室内評価については、
これまでほとんど研究がなかった。上で
述べた年少の学習者を対象とした研究に
加え、アメリカ東部での日本語学習者を
対象に Teacher-based assessment によって
学習者の語用論的学びを検証した研究で
は、教員とのインタラクションにより、
学習者が日本語の語用論的規範や語用論
的多様性に対する理解を徐々に深めてい
った学習過程が明らかになった。この指
導では、5 つの発話行為と敬語の使い方
が指導されたが、日本語での断りの場合
に焦点を当て学習者の学びを例証した。 

 
(3) 成人の学習者のプラグマティックス能力

の発達については、これまでに例の少な
い長期的研究をもって質的に学習者の学
びを検証した。これまで、プラグマティ
ックス能力は、量的手段によって短期的
に計測されることが多かったため、この
ような長期に渡る質的研究により、プラ
グマティックス能力の発達の複雑な特性、
特に学習者のアイデンティティーの変化
とプラグマティックス能力や意識との関
連、また協同的対話によって深まる語用
論的多様性の理解、そして教室内外の学
習言語使用による語用論的ことばの使い
方の向上の過程などが新たに明らかにな
ったと言える。アメリカにおける日本語
学習者と日本における英語学習者との交



流をブログを用いて奨励し、プラグマテ
ィックス指導を行った研究では、呼称・
性別によって使い分けられることがある
終助詞・方言・絵文字・「です・ます」と
「だ・である」のスタイルシフト、発話
行為などにおける学習者のプラグマティ
ックス能力の発達が見られた。このよう
な教室内データを扱った研究は、指導現
場への示唆に富んでおり、教員養成指導
にも生かせるものである。 

 
(4) 語用論的ことばの使い方に関する既存研

究が、語学の教科書などの教材にどの程
度生かされているかという教材評価も行
った。従来のこのような研究では、語用
論的ことばの使い方に関する知見が、教
材には反映されていない実態を明らかに
するにとどまるものが多いが、今回の論
文では、近年のどのような出版物に、実
証研究に基づいたプラグマティックス指
導に関する指導案が見られるか、そして
その指導案を個々の教員がどのように改
訂し、より高い効果につなげるかまで述
べた。プラグマティックス指導に興味の
ある語学教員が、指導を向上させるため
の参考となる実践的研究である。 

 
(5) プラグマティックス指導を教員養成にも

採り入れ、教員のプロフェショナル・デ
ィベロップメントを奨励する試みも行っ
た。教員同士、あるいは教員養成指導者
との対話を通して、教員は母語話者至上
主義から脱却した国際語としての英語の
語用論的規範をどのように捉えるかとい
う批判的視点と向き合い、協働的に構築
する異文化間理解や意味の交渉について
学んだり、ナラティブを用いて教員が自
らの異文化体験を見直し省察を深めたり
した。このようなプロフェショナル・デ
ィベロップメントの機会により、研究に
参加した数人の教員は、語用論的多様性
の理解を深め、ナラティブを利用したプ
ラグマティックス指導を考案した。この
ような活動を通し、教員は自らの指導に
関する信条や知識を明確化し、語用論的
ことばの使い方や異文化間コミュニケー
ションに関する理解を深めることとなっ
た。 
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